
福祉タイムズ

http://www.knsyk.jph k k

contents

2014. 9

〈撮影・菊地信夫〉

vol. 754

02　特集　 「福祉のしごと」のやりがいや内容を
もっとあなたに伝えたい

04　
　　・「第68回共同募金運動」にご協力をお願いします！
　　・障害者施設支援販売会「わすれない　東北」
06　私のおすすめ
　　 “おやじ”だって語り合いたい！
07　福祉最前線　あすなろサポートステーション
08　連載　私たちの目指す「地域包括ケアシステム」⑥
10　県社協のひろば
　　・ 就職支援担当職員向け「福祉の魅力を知るバ

スツアー」開催報告
　　・ 福祉人材現任者研修「新任職員研修」の取り

組みから
12　かながわ 情報
　　医療型障害児者入所施設「ライフゆう」（横須賀市）

　「どんなに重い障害があっても、日々の暮らしを楽しもうと懸

命に生きる皆さんの姿に命の大切さを教わっています」

　今から９年前、（福）みなと舎のスタッフ募集に目を止めた看護

師の小島陽子さん。近所を散歩する車いすのグループを見かけた

記憶が脳裏をよぎり、初めて福祉の職場の扉を叩いたという。暮

らしの中にある生活者のための医療に、看護師としての新たな役割

を見いだしたと語る小島さんのまなざしは温かい。【関連記事12面】

看護師のもう一つの働き方

編集・発行　　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会



一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

合
わ
せ
た
相
談

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
行
う
個
別
相
談

で
は
、
相
談
員
の
経
験
・
知
識
だ
け
で
な

く
、
関
係
各
所
か
ら
得
た
多
く
の
情
報
を

生
か
し
、
丁
寧
な
応
対
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
相
談
者
の
背
景
は
「
異
業
種
か
ら
の

転
職
希
望
」「
漠
然
と
福
祉
業
界
で
の
就
労

を
考
え
て
い
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

状
況
に
即
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
、
そ
の
後

の
就
職
活
動
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
相
談
に
来
た
方
が
『
自
分
が
ど
う
し
た

い
の
か
』
に
つ
い
て
話
し
て
い
く
う
ち
に
、

考
え
や
不
安
を
整
理
で
き
た
り
、
福
祉
の

仕
事
に
一
層
の
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
た
り
し
ま
す
。
こ
の
相
談
の
『
入
口
』

に
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
、
個
別
相
談
を
担
当
す
る
キ
ャ
リ

ア
支
援
専
門
員
は
初
期
相
談
の
重
要
性
を

話
し
ま
す
。

　

現
在
の
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
求
職
登

録
者
数
は
７
１
１
人
、
求
人
件
数
が
１
１

０
０
カ
所
（
本
年
７
月
末
日
現
在
）。
下
図

の
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
就
労
へ
の
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
、
よ
り

多
く
の
求
職
者
の
皆
さ
ん
に
求
人
情
報
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
県
内
複
数
カ
所
で

の
出
張
相
談
等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
仕
事
の

理
解
促
進
に
向
け
て

　

福
祉
・
介
護
業
界
で
は
、
資
格
が
な
く

て
も
意
欲
や
向
上
心
の
高
い
人
が
活
躍
で

き
る
よ
う
に
、
就
職
後
の
研
修
体
制
を
整

え
る
な
ど
、
門
戸
は
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
無
資
格
で
も
働
け
る
か
」「
異
業
種
か

ら
の
転
職
は
可
能
か
」
と
い
う
相
談
は
多

く
、
こ
れ
ら
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
「
福

祉
の
仕
事
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
や
、
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
施
設
職
員
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
「
福
祉
の
仕
事
を

知
る
懇
談
会
」
は
毎
回
盛
況
で
す
。

　

よ
り
具
体
的
な
情
報
提
供
の
場
を
つ
く

る
こ
と
で
、
就
労
へ
の
不
安
等
を
解
消
し
、

就
職
活
動
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

「
身
近
な
し
ご
と
」
と
し
て
の

認
識
を

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
・
県
教

育
委
員
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
県
内
の
高

校
生
を
対
象
に「
高
校
生
出
張
介
護
授
業
」

を
展
開
し
て
お
り
、
福
祉
・
介
護
の
現
場

で
活
躍
し
て
い
る
職
員
の
方
々
か
ら
、
仕

事
内
容
、
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
、
や
り
が
い
等
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

特
集

　

授
業
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は
「
福
祉
は

人
を
幸
せ
に
す
る
仕
事
」「
人
に
か
か
わ
る

か
ら
こ
そ
の
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
、「
福

祉
」
と
い
う
仕
事
を
知
る
き
っ
か
け
と
な

る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た

概
念
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
感
想
が

　

厚
労
省
が
平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
高
齢
者
数
が
最
も
多
く
な
る
と
い
わ
れ
る
平
成
37
（
２
０
２
５
）
年
度

ま
で
に
必
要
な
人
材
は
２
３
７
〜
２
４
９
万
人
。
現
在
よ
り
、
約
１
０
０
万
人
以
上
の
人
材
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

２
０
２
５
年
を
待
た
ず
と
も
、
す
で
に
現
状
で
は
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
や
家
庭
機
能
の
変
化
に
よ
り
、
増
加
す
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き
る
福
祉
・
介
護
人
材
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
回
の
特
集
で
は
、
本
会
の
運
営
す
る
「
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
、「
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」）
で
実
施

し
て
い
る
就
労
相
談
や
「
福
祉
の
し
ご
と
」
の
内
容
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「
福
祉
の
し
ご
と
」の
や
り
が
い
や
内
容
を

も
っ
と
あ
な
た
に
伝
え
た
い

―
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
が
担
う
役
割

【図】福祉人材センター事業 相談から就労支援までの主な流れ

※本紙11面では、福祉人材センター事業のご案内を掲載しています
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多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
高
校
生
出
張
介
護
授
業
」
は
、

現
場
を
知
る
方
の
「
伝
え
た
い
」
と
い
う

思
い
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
題
材
に
よ
っ
て
、

福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
理
解
す
る
こ
と
に

大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
進
路

や
就
労
先
を
考
え
た
と
き
、「
福
祉
」「
介

護
」
の
分
野
が
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
入

っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

体
験
を
通
し
た
実
感
が
重
要

　

〜
体
験
者
の
声
か
ら

　

大
学
生
の
Ａ
さ
ん
は
、
授
業
の
一
環
で

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
職
場
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
対
人
援
助
の
心
構
え
や
丁

寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
職
員
か
ら
受
け
、「
こ

う
い
う
職
員
が
い
る
職
場
で
働
き
た
い
」

と
の
思
い
が
芽
生
え
た
そ
う
で
す
。
進
路

と
し
て
福
祉
分
野
を
選
択
し
、
教
員
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
福
祉
施
設
で
の
就
職
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
生
た
ち
を
担
当
す
る
教
員

か
ら
は
「
数
日
間
の
経
験
で
も
、
ご
利
用

者
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
わ
れ
た
り
、

職
員
の
方
か
ら
真
剣
に
指
導
し
て
も
ら
っ

た
経
験
が
あ
る
学
生
は
、
福
祉
の
仕
事
へ

の
関
心
が
自
然
と
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
」
と
、
受
け
入
れ
先
の
指
導
体
制

等
の
大
切
さ
を
話
す
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
異
業
種
か
ら
の
転
職
を
希
望
し

て
い
る
Ｂ
さ
ん
は
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

で
実
施
す
る
「
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験
」

を
利
用
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

の
し
ご
と
フ
ェ
ア
」
は
、
福
祉
・
介
護
分

野
で
就
労
を
希
望
す
る
方
と
、
法
人
や
事

業
所
が
直
接
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
法
人
の
職
員
は
、

法
人
・
事
業
所
の
魅
力
や
仕
事
の
や
り
が

い
等
を
伝
え
る
た
め
に
、「
法
人
の
『
ら
し

さ
』
と
は
何
か
」「
新
し
い
職
員
を
受
け
入

れ
る
だ
け
の
体
制
が
で
き
て
い
る
か
」
等

の
振
り
返
り
を
し
た
上
で
、
話
を
す
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
・
介
護

に
特
化
し
た
無
料
職
業
紹
介
事
業
と
、
福

祉
の
仕
事
の
正
し
い
理
解
に
向
け
た
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
保
育
士・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
機
関
・
団
体
と
、
福
祉
・
介
護

業
界
の
人
材
確
保
の
課
題
解
決
に
向
け
た

一
層
の
連
携
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
を
運
営

す
る
本
会
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
し

て
の
特
徴
を
生
か
し
、
本
会
会
員
を
中
心

と
す
る
福
祉
施
設
・
団
体
支
援
や
、
福
祉

従
事
者
向
け
研
修
の
開
催
【
関
連
記
事
10

面
】、
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
を

支
援
す
る
担
当
す
る
部
署
が
協
働
し
て
、

「
こ
の
業
界
で
働
き
た
い
」
と
思
え
る
よ
う

な
取
り
組
み
や
、
受
け
入
れ
側
の
意
識
啓

発
、
環
境
・
風
土
づ
く
り
な
ど
、
人
材
確

保
や
就
労
支
援
、
職
場
へ
の
定
着
、
福
祉

従
事
者
の
資
質
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

の
強
化
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

（
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　神奈川県立保健福祉大学
　社会福祉学科教授
　　　　　　　　峯尾　武巳

笑顔は専門職の条件
　介護の仕事は忙しく、介護現場で起こるさまざま
な現象に心を動かされ、従事者はさまざまな反応を
示します。冷静に判断できることもあれば、感情に
左右され優しくなったり、厳しくなったりしている
自分に気づくこともあります。福祉や介護の仕事を
希望する、あなたの今の気持ちは緊張し、笑顔を忘
れ、不安で一杯なのかもしれません。
　戸惑うあなたに、アドバイスを一つ。知識や技術
は未熟でも、福祉や介護を志すあなたに必要なこと
は、いつも笑顔を絶やさないことです。あなたの笑
顔が心を落ち着かせ、安心感を与えてくれると思い
ます。人は笑顔があるところに集い、自分の居場所
を見つけることができるのではないでしょうか。
　介護をはじめ対人援助サービスには、仲間や利用
者を見つめる温かいまなざしが必要です。受け入れ
られている、大切にされている、信頼されているとい
う実感を持てるような笑顔が何よりも大切です。

７月に開催した「福祉のしごと
フェア」の各ブースには、多く
の参加者が集まり、職員の熱心
な説明に耳を傾けていました

業
務
を
数
日
間
体
験
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
業
務
は
、
Ｂ
さ
ん
が
漠
然
と
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
仕
事
の
量
や
内
容
を
は

る
か
に
超
え
て
お
り
、
最
初
は
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
職
員
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
身

体
的
な
ケ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
等
の
奥
深
さ
を
学
び
ま
し
た
。
介

護
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
の
甘
さ
や
、
責

任
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

福
祉
・
介
護
現
場
で
の
体
験
は
、
命
を

預
か
る
仕
事
の
大
変
さ
や
尊
さ
、
や
り
が

い
に
つ
い
て
、
職
員
の
働
き
ぶ
り
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
験
を
し
た
か
ら

こ
そ
得
ら
れ
る
実
感
が
そ
の
後
の
就
職
活

動
に
大
い
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
場
か
ら

直
接
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

こ
の
よ
う
に
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
が

就
労
先
の
一
つ
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に

は
、
や
り
が
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
魅

力
あ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

年
３
回
程
度
、
実
施
し
て
い
る
「
福
祉
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す
。
()福
神
奈
川
県
共
同
募
金
会（
以
下
、

「
県
共
募
」）
で
は
、
地
域
を
構
成
す
る

自
治
会
・
町
内
会
を
は
じ
め
、
企
業
や

学
校
、
地
域
密
着
型
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
等
と
の
協
働
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
支
援
を

必
要
と
す
る
方
々
へ
の
地
域
福
祉
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

「
神
奈
川
県
共
同
募
金
会

経
済
団
体
協
力
会
」
の
設
立

　

共
同
募
金
運
動
は
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
８
年
度
を
ピ
ー
ク
に
募
金
額
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
福
祉
施

「
第
68
回
共
同
募
金
運
動
」に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

本
年
も
10
月
１
日
か
ら
、
全
国
一
斉

に
「
赤
い
羽
根
・
共
同
募
金
運
動
」
が

始
ま
り
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
、
戦
後
間
も
な
い

昭
和
22
年
に
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
の

経
営
支
援
を
第
一
の
目
的
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
祉
制
度
の
整

備
や
経
済
の
目
覚
ま
し
い
発
展
な
ど
に

よ
り
、
市
民
の
生
活
環
境
も
大
き
く
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
共
同
募
金
は
、
時

代
の
変
遷
と
と
も
に
、
そ
の
時
々
に
必

要
と
さ
れ
る
事
業
に
重
点
を
置
い
て
配

分
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
域
で
は
住
民
相
互
に
よ
る

〝
た
す
け
あ
い
〞
や
〝
支
え
あ
い
〞
の
重

要
性
が
あ
ら
た
め
て
求
め
ら
れ
て
い
ま

設
・
団
体
か
ら
の
配
分
要
請
は
年
々
増

え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
県
共
募
で
は

企
業
市
民
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
に
取

り
組
む
企
業
・
法
人
の
皆
さ
ま
と
の
協

働
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
、
県
内
の
経
済
団
体

５
団
体
の
協
賛
に
よ
り
、「
神
奈
川
県
共

同
募
金
会
経
済
団
体
協
力
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
神
奈
川
県
商
工
会
議
所
連

合
会
、
神
奈
川
県
商
工
会
連
合
会
、（
一

社
）
神
奈
川
県
経
営
者
協
会
、（
一
社
）

神
奈
川
経
済
同
友
会
、
神
奈
川
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
各
団
体
で
す
。

　

設
立
か
ら
１
年
を
迎
え
、
県
共
募
で

は
同
協
力
会
と
の
協
働
を
さ
ら
に
図

り
、
企
業
・
法
人
の
皆
さ
ま
に
、
共
同

募
金
運
動
を
通
じ
た
地
域
福
祉
活
動
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

※
本
紙
「
付
録
」
で
は
、
協
働
企
業
の
社
会
貢
献
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す

県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

と
の
協
働

　

県
共
募
で
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
、

地
域
密
着
型
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
協
働
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
の
横
浜
Ｆ
・
マ

リ
ノ
ス
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
、
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
や
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
相
模
原
が

協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
赤
い
羽
根

募
金
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
各
チ
ー
ム

の
公
式
戦
会
場
で
は
、
赤
い
羽
根
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
グ
ッ
ズ
（
ピ
ン

バ
ッ
ジ
等
）
を
使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
募

金
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
横
浜
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
か
ら
も
、
選
手

画
像
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
、
広
報
事
業
の
協
働
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
引
き
続
き
ご
支
援
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

募
金
へ
の
ご
協
力
や
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
ご
参
加
な
ど
、
平
成
26
年

度
の
共
同
募
金
運
動
に
、
引
き
続
き
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

（
()福
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
）

（上）昭和22年度に初め
て製作されたポスター

（下）本年度ポスター

 （右）コラボグッズのデザインが決定！
（左）川崎フロンターレの「ふろん太」君な
ど、本年もたくさんのマスコットキャラクター
がイベントに登場します

◆（福）神奈川県共同募金会
　☎ 045－312－6339　FAX045－313－2529

★ イベントの予定は県共募ホームページ
（http://www.akaihane-kanagawa.or.jp）
にて、随時ご案内します

平成26年度寄附金配分計画
募金目標額（配分計画額）：12億1,5000万円

市区町村
社会福祉協議会
3億2,553万円

児童・高齢者・障害児者
等の民間社会福祉施設

2億2,350万円

各種社会福祉団体
4,800万円

在宅福祉サービス団体
4,800万円

年末たすけあい
援護活動
3億9,335万円

国内災害時の
準備金として
3,645万円

広報資材作成費など
県共募が実施する
募金事業費
8,200万円

市区町村の共同募金会が
実施する募金事業費

5,817万円
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「
わ
す
れ
な
い　

東
北
」

 
―
障
害
者
施
設
支
援
販
売
会
を
実
施

　

本
会
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会

（
以
下
、「
協
議
会
」）
は
、
８
月
８
日
か

ら
10
日
の
３
日
間
、「『
わ
す
れ
な
い　

東
北
』
販
売
会
（
神
奈
川
）」
を
マ
ル
イ

フ
ァ
ミ
リ
ー
溝
口（
川
崎
市
高
津
区
）で

開
催
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
被
災

地
の
障
害
者
施
設
で
作
ら
れ
た
製
品
を

販
売
す
る
た
め
、
協
議
会
会
員
施
設
等

の
利
用
者
や
職
員
が
協
力
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
障
害
者
施
設
で
は
、
震
災

直
後
こ
そ
全
国
か
ら
の
支
援
が
寄
せ
ら

れ
た
り
、
自
主
製
品
の
購
入
や
作
業
の

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

委
託
が
優
先
的
に
行
わ
れ
た
り
し
た
も

の
の
、
３
年
５
カ
月
が
経
っ
た
現
在
で

は
そ
う
し
た
取
り
組
み
も
薄
れ
て
い
ま

す
。
N
日
本
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
が
音
頭

を
取
り
、
平
成
23
・
24
年
度
に
全
国
で

実
施
さ
れ
た
物
品
販
売
活
動
も
終
了

し
、
か
つ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
販
路

を
失
っ
た
ま
ま
、
利
用
者
の
工
賃
確
保

2014年7月30日~8月25日

が
難
し
い
施
設
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
障
害
者

施
設
が
受
け
た
被
害
を
忘
れ
ず
に
支
援

を
続
け
て
い
こ
う
と
、
協
議
会
で
は
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
福
島
県
社
協

「
障
が
い
児
者
福
祉
施
設
協
議
会
」会
長

の
舟
山
信
悟
さ
ん
か
ら
は
、「
気
に
か
け

て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
」
と
感
謝
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県

16
施
設
44
品
目
、
全
８
０
０
品
以
上
を

完
売
。
製
品
の
代
金
は
、
主
に
利
用
者

の
工
賃
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

 

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

●厚生労働白書「健康・予防元年」
　８月１日、厚労省は「平成26年版厚生労働白
書」を公表した。本年のテーマは「健康長寿社
会の実現に向けて～健康・予防元年」。平均寿命
を延ばすことから、積極的な健康づくりを通じ
て「健康寿命」を伸ばすことへの施策方針の変
化に触れ、わが国の健康をめぐる状況や意識に
ついて分析し、取り組み事例等を紹介している。

●社会福祉法人の税制見直しに反論
　全社協政策委員会は８月６日、政府税制調査
会がまとめた「法人税の改革について」の中で、
社会福祉法人が行う介護保険事業への課税、軽
減税率及びみなし寄附金制度の見直しが必要と
指摘されたことについて反対意見を表明した。
　「事業の同一性のみに着眼した議論は、公共
性・非営利性があるが故の税制優遇という論点
を欠く」「社会福祉事業の質的・量的規模の維持
拡大を阻害する」とし、法人の使命・役割のも
とに現行税制を堅持すべきと意見した。

●「小１の壁」打破へ
　８月８日、厚労省と文科省は「放課後子ども
総合プラン」を公表した。共働き家庭等のいわ
ゆる「小１の壁」を打破し、次代を担う人材を
育成するため、両省は放課後児童クラブ（学童
保育）と放課後子供教室の「一体型」を新たに
定義。小学校の余裕教室等を徹底的に活用し、
平成31年度末までに約30万人分の放課後児童ク
ラブを整備するなど、計画の全体像を示した。

●介護職員等の離職率低下
　（公財）介護労働安定センターが８月11日に公
表した「平成25年度介護労働実態調査結果」か
ら、平成24年10月１日から１年間の介護職員・
訪問介護員の離職率が16.6％で、昨年度調査に
比べ0.4％下がったことが分かった。厚労省で
は、全産業の平均である15％程度まで離職率を
下げることを目標としている。

売り場に足を止める方たちへ、
熱心に商品を説明
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❖  始まりは懇親会での語り合い（相模原市）
　「相模原おやじの会」は、相模原市自閉症児・者親の
会の父親たちが勉強会を機に出会い、2004年の夏、居
酒屋で語り合うかたちでスタートしました。
　回数を重ねるうちに、父親だけでなく、福祉施設職
員や教師などの関係者も参加するようになり、登録会
員は100名を超えました。大和市・海老名市・厚木市・
川崎市・横浜市など、生活する地域もさまざまです。
　「来る者は拒まず、去る者は追わず」、入退会も非常
に緩やかで、皆さん気軽に参加されています。

❖  おやじたちの心に染みる「一人一言」
　会の特徴として、懇親会での「一人一言コーナー」
があります。ここでは、参加者全員が自閉症の子ども
の様子やハプニングなど、近況や所感を語ります。
　さまざまな話題に盛り上がり、子育てに悩む父親に
は、経験豊富な父親からはもちろん、福祉施設職員や
教師など専門職の立場からのアドバイスもあります。
　子どもと長い時間を共に過
ごし、経験豊富な母親とは少
し視点の異なった声掛けに、
“おやじ”たちは背中をポン
と押してもらい、ちょっぴり
自信を持ち、愛する家族の元
へと戻っていくのです。

❖  運動会後の懇親会をきっかけに（海老名市）
　今から７年前、通園療育や療育相談、放課後児童デ
イサービス事業を行う海老名市立わかば学園の運動会
の終了後、父親懇親会をきっかけに、もっと情報交換
や交流をしていこうと、「海老名おやじの会」が立ち上

がりました。
　現在の会員は、海老名市在住の知的障害・身体障
害・発達障害等のあるお子さんを持つ“おやじ”たち
20名。子どもの年齢は未就学から学齢期が中心です。
　主な活動は、年６回の定例会と家族交流会、勉強
会、ボランティア活動など。そのほか不定期ですが、
施設職員等の支援者を交えながら親睦を深めています。

❖  時に楽しく、時に真剣なおやじたち
　元わかば学園園長の諏訪利
明さん（川崎医療福祉大学准
教授）にスーパーバイザーと
してご参加いただくほか、会
員でもある県議会議員らと共
に、行政の視点からの意見交
換も行っています。最近では海老名市自立支援協議会
の部会活動や、平成28年に新設される特別支援学校の
準備委員会等へも意見を持って参加しています。
　「もっと活動の幅を広げていきたいけれど、まだま
だ子どもに手のかかる年齢で、休日は妻の休息を優先
したい」と語る、心優しい“おやじ”たち。こうした
場を通じて、お父さん・お母さんのそれぞれがエンパ
ワメントし合い、前向きになれると良いですね！

　1968年４月設立。県内11地区（横浜市・川崎市を除く）
の自閉症児・者親の会による連合会です。行政施策の研
究・提言、当事者・家族のためのミーティング運営、療育
者等に向けた勉強・セミナー運営等、自閉症児・者と家族
の支援や、自閉症スペクトラムの理解を進めるための活動
を各市町村及び県に向けて展開しています。

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
⇨ 神奈川県自閉症児・者親の会連合会

がお伝えします!
　近ごろは「育ＭＥＮ（イクメン）」という言葉もあ
るように、子育てに積極的に参加する男性が増えて
いるようです。さて、障害のあるお子さんのご家庭
ではいかがでしょうか。「父親同士の情報交換の場が
少ない」という話もよく聞こえてきます。
　そこで今回は、障害のあるお子さんのお父さんた
ちによる「おやじの会」の取り組みを紹介します。い
ずれもどうやら懇親会がきっかけのようです。

“おやじ”だって語り合いたい！

■ 相模原市自閉症児・者親の会
　URL　http://sagami-yamabiko.jpn.org/

■ 海老名おやじの会
　URL　http://www.ebina-oyaji.com

※詳しくは、ホームページをご覧ください

〈連絡先〉 E-mail : info-kas@kas-yamabiko.jpn.org
　　　　URL : http://kas-yamabiko.jpn.org/

“おやじ”たちの懇親会では、
お酒の力も借りながら語り合
い、意気投合する場面も多々
あるようです（笑）

勉強会での一コマ
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　本年７月に県の委託事業として、児童養護施設等退所
者の社会生活を支える相談所「あすなろサポートステー
ション」（以下、「ステーション」）を藤沢市辻堂に開設し
ました。対象は県所管（政令市を除く）の児童養護施設
等退所者で、おおむね15歳から23歳までの青少年です。
　ステーションでは施設退所者が社会で孤立しないよ
う、居場所事業（サロン）を行うほか、施設退所前の自
立支援講座や退所後のさまざまな相談に応じ、必要に応
じて自宅等の訪問も行います。また児童養護施設に「あ
すなろサポーター」と称する自立支援担当窓口を置き、
ステーションと協働して施設の退所後支援（アフターケ
ア）の充実も図ります。
　近年、各自治体で行われる児童養護施設等退所者実態
調査では、退所者は生活全般の不安や将来についての悩
みが最も多く、孤独感・孤立感を感じながら生活し、「生
活・仕事・対人関係など、相談全般の窓口が欲しい」と
要望していることが明らかになっています。

　地域の中には、彼らが気軽に相談できる社会資源はほ
とんどなく、生活費を賄うために住み込みや寮など居住
先を優先した就職先を選択し、職場になじめず短期間で
離職をすると、同時に居住先も失い、困難な生活環境に
陥る例も少なくありません。施設を退所した青年たち
は、生活が崩れたとしても立て直しが出来る場がなく、
失敗が許されない環境下で生きていかざるを得ない現状
です。
　これまで施設退所後の支援（アフターケア）は施設職
員の個人的な労力で対応しているのが実情で、支援には
限界がありました。こうした実態を改善するため、施設
を退所した後の生活を支える社会資源ができたことは大
きな前進であり、青年期の生活を支える制度が拡充して
いく契機になることを望みます。
　将来的には施設退所者だけでなく、里親や児童相談所
でかかわる青少年や、地域から求められる相談所として
展開していきたいと思っています。

　児童養護施設等退所児童等の社会的自立お
よび安定就労を支援するための拠点として本
年７月に開設（県委託事業）。
〈連絡先〉☎0466－54－8917　E-mail shonan.asunaro@gmail.com
〈開所日〉火・木曜日（午前10時～午後５時）、土曜日（午後２時～８時）
　　　　 相談は事前予約制、無料

あすなろサポートステーション
代表　前川　礼彦
（（福）白十字会林間学校）

児童養護施設等退所後の生活を支える「あすなろサポートステーション」を開設して
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住まいの選択と整備
～高齢障害者の地域生活を支えていくために～

　

摂
れ
る
よ
う
に
な
る
と
「
い
つ
に
な
っ
た
ら
ホ
ー
ム

に
帰
れ
る
の
」
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
ま
す
。
関
係
者

は
毎
日
訪
問
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
、
Ａ
さ
ん

を
見
舞
い
ま
し
た
。
そ
し
て
入
院
か
ら
半
月
、
Ａ
さ

ん
は
病
室
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
・
障
害
の
重
度
化
に
よ
る

支
援
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
見
据
え
て

　

厚
木
精
華
園（
厚
木
市
）
は
、
高
齢
期
を
迎
え
た
知

的
障
害
の
あ
る
方
や
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

中
高
齢
層
の
知
的
障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
生
活
支
援

を
目
的
に
、
平
成
６
年
に
県
が
設
置
し
た
入
所
施
設

で
す
。
現
在
は
、
県
の
指
定
管
理
制
度
の
指
定
障
害

者
支
援
施
設
を
主
軸
に
、
11
カ
所
の
ホ
ー
ム
と
生
活

介
護
事
業
、
相
談
支
援
事
業
等
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
や
ど
こ
の
障
害
者
支
援
施
設
で
も
高
齢
化
の

波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。『
親
亡
き
後
』
の
さ
ら
に
先

に
あ
る
本
人
の
老
い
や
看
取
り
の
課
題
に
直
面
し
、

支
援
現
場
は
待
っ
た
な
し
の
状
態
で
対
応
を
せ
ま
ら

れ
て
い
る
」
と
今
井
さ
ん
。
高
齢
知
的
障
害
者
支
援

の
先
駆
的
・
モ
デ
ル
的
施
設
を
目
指
し
て
開
設
さ
れ

た
同
園
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
急
激
な
変
化
が
現
れ
る
と

は
予
測
で
き
な
か
っ
た
と
現
状
を
語
り
ま
す
。

　

開
園
当
時
は
52
歳
だ
っ
た
入
所
者
の
平
均
年
齢

も
、
本
年
４
月
現
在
は
68
歳
。
入
所
者
の
半
数
以
上

は
車
い
す
を
利
用
し
、
加
齢
に
伴
う
移
動
支
援
や
食

事
支
援
、
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
救
急
搬
送
や
救
急
外
来
通
院
も
日
常
化

し
て
お
り
、
同
園
で
は
、
介
護
職
員
等
喀
痰
吸
引
研

修
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
急
変
時
対
応
訓
練

が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
事
例
の
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
、
知
的
障
害
が
あ
る
た

め
に
体
調
不
良
を
自
ら
訴
え
る
こ
と
が
難
し
く
、
周

私たちの目指す「地域包括ケアシステム」⑥連 載連 載

事
例 

Ａ
さ
ん
の
看
取
り
支
援

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
以
下
、「
ホ
ー
ム
」）
で
生
活

す
る
70
代
の
Ａ
さ
ん
。
知
的
障
害
と
聴
覚
障
害
が
あ

り
、
障
害
支
援
区
分
４
、
要
介
護
１
の
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
感
情
表
現
が
豊
か
で
、
簡
単
な
手
話
や

身
振
り
、
ひ
ら
が
な
の
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
ま
す
。
20
代
の
頃
か
ら
飲
食
店
に
住
み
込

み
で
働
き
、
皿
洗
い
や
子
守
り
等
を
し
て
い
た
そ
う

で
、
と
て
も
面
倒
見
が
よ
く
、
休
日
に
友
人
宅
に
出

か
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
Ａ
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
健
康
診

断
の
結
果
が
届
い
た
日
の
こ
と
。
進
行
性
の
が
ん
が

見
つ
か
り
、
す
で
に
末
期
で
余
命
数
カ
月
と
宣
告
さ

れ
ま
し
た
。
医
師
か
ら
「
抗
が
ん
剤
を
使
っ
た
化
学

治
療
を
行
う
か
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
Ａ
さ
ん

は
病
識
を
持
ち
づ
ら
く
、
代
わ
り
に
判
断
で
き
る
親

族
も
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
行
政
や
福
祉
施
設
、
介

護
保
険
事
業
所
、
病
院
等
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
Ａ

さ
ん
の
最
期
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
自
分
の

た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
嬉
し
い
よ
う
で
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
Ａ
さ
ん
。
結

論
と
し
て
、
強
い
副
作
用
を
伴
う
治
療
は
せ
ず
、
ホ

ス
ピ
ス
で
緩
和
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
に
落
ち
着
き
ま

し
た
。
関
係
者
は
「
楽
し
い
こ
と
を
楽
し
め
る
う
ち

に
、
少
し
で
も
多
く
の
思
い
出
を
お
土
産
に
」
を
合

言
葉
に
、
そ
の
後
の
支
援
に
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。

　

次
第
に
食
欲
も
な
く
な
り
、
体
力
も
衰
え
て
き
た

Ａ
さ
ん
は
、
日
中
活
動
中
に
救
急
搬
送
さ
れ
、
一
時

入
院
を
経
て
ホ
ス
ピ
ス
へ
と
移
り
ま
し
た
。
医
師
は

「
余
命
２
週
間
程
度
」
と
伝
え
ま
し
た
が
、
Ａ
さ
ん
に

は
、
病
院
に
行
き
さ
え
す
れ
ば
身
体
の
具
合
は
良
く

な
る
と
の
認
識
が
あ
る
よ
う
で
、
少
し
ず
つ
食
事
が

　地域包括ケアシステムの構築に向け、介護・医療を中心とした議論が重ねられていますが、高齢にな
り、介護が必要となる障害のある方たちが安心して生活していくためにはどのような支援が必要か、身近
な地域での住まいの整備や生活支援のあり方について、障害分野においても大きな課題となっています。
　前回の連載では、地域包括ケアシステムの基盤となる「住まい」に焦点を当て、高齢者向け住宅・施設
の整備状況と高齢期の住まいの課題について取り上げましたが、今回は、高齢知的障害者支援を専門とす
る（福）かながわ共同会「厚木精華園」地域支援部長の今井幸世さんにお話しを伺い、高齢期を迎えた障害
のある方の住まいと暮らし、地域生活を取り巻く課題を探ります。
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っ
て
い
ま
す
【
グ
ラ
フ
】。
さ
ら
な
る
地
域
生
活
移
行

に
向
け
て
、
県
の
障
害
福
祉
計
画
で
は
、
本
年
度
末

ま
で
に
６
９
３
７
人
の
利
用
を
見
込
み
、
ホ
ー
ム
設

置
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
近
年
、
ホ
ー
ム
の
防
火
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
る
な
ど
、
設
備
面
の
見
直
し
が
進
ん
だ
も
の

の
、
必
要
な
防
火
設
備
の
設
置
や
取
り
外
し
に
か
か

る
費
用
負
担
か
ら
、
住
宅
地
に
あ
る
既
存
の
建
物
の

活
用
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険

利
用
や
入
院
等
に
か
か
る
費
用
負
担
の
増
大
、
朝
晩

の
時
間
帯
の
介
護
ニ
ー
ズ
、
通
院
や
余
暇
支
援
の
た

め
の
移
動
支
援
に
対
応
す
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
な

ど
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
人
の
生
き
が
い
を
見
出
し
、
そ
の
人
ら
し
い
住
ま

い
方
を
共
に
考
え
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
担
い
手
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
今
井
さ
ん
。
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
横
断
的
に
使
い
こ
な

す
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
人
材
育
成
は
も

ち
ろ
ん
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
・
人
生
の
終
い
方

に
ま
な
ざ
し
を
向
け
、
地
域
の
中
で
共
有
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
課
題
を
投
げ
掛
け
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
地
域
生
活
移
行
と
は
、
単
に
生

活
単
位
を
小
さ
く
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
ら
し

く
意
思
を
持
っ
て
自
由
に
過
ご
す
時
間
や
、
地
域
社

会
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
高

齢
期
の
暮
ら
し
の
選
択
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す

が
、
良
き
理
解
者
や
仲
間
と
共
に
過
ご
し
、
自
分
ら
し

く
人
生
の
幕
を
閉
じ
て
い
く
こ
と
は
、
誰
に
と
っ
て

の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
住
民
の
た
め
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
創
っ
て
い
く
た
め

に
、
分
野
・
種
別
を
超
え
た
関
係
者
が
力
を
合
わ
せ
、

議
論
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

し
さ
を
語
り
ま
す
。

　
「
ど
こ
で
誰
と
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
た
い
か
、
ど
の

よ
う
に
最
期
を
迎
え
た
い
か
。
誰
に
で
も
公
平
に
訪
れ

る
加
齢
と
死
に
つ
い
て
、
本
人
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
福
祉
従
事
者
も
覚
悟
を
持
っ
て
向
き
合
い
、

準
備
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
開
園
か
ら

20
年
、
こ
れ
ま
で
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
身
を
も
っ
て

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
宿
題
と
し
て
、
一
つ
ひ

と
つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

　

同
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
高
齢
知

的
障
害
者
支
援
に
つ
い
て
幅
広
く
関
係
者
と
共
有
し

て
い
く
た
め
、
認
知
症
者
支
援
や
身
体
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
食
事
や
入
浴

支
援
の
技
術
、
成
年
後
見
制
度
、
老
い
に
伴
う
喪
失

感
へ
の
寄
り
添
い
等
を
テ
ー
マ
に
「
高
齢
者
支
援
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
り
、
医
療
職
や
栄
養
士
、
調

理
師
、
介
護
職
員
を
研
修
会
等
に
派
遣
す
る
な
ど
、

分
野
を
超
え
た
協
働
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

地
域
で
の
健
や
か
な
老
い
と

安
心
で
き
る
老
後
に
向
け
て

　

現
在
、
全
国
に
は
７
８
３
２
カ
所
の
ホ
ー
ム
が
あ

り
、
８
万
人
を
超
え
る
方
た
ち
の
暮
ら
し
の
場
と
な

◆（福）かながわ共同会 厚木精華園
厚木市上荻野4835－１
☎046‒291‒0780　℻  046‒291‒0949
URL http://www.kyoudoukai.jp/atsugi/

【グラフ】
グループホーム・ケアホームの障害種類別利用者数の推移

①お話を伺った地域支援部長の今井さん
②③園で開発された、摂食・えん下の難しい方
でも口から食べることのできる「口どけ餅」（写
真はおしるこ）。栄養調理課長の中野博さんは、
毎月開催する「高齢者支援セミナー」で“高齢
期の食”をテーマに講師役も担っています

※ 厚労省「第１回障害者の地域生活の推進に関する検討会（Ｈ
25.7.26）」資料より本会作成。円グラフは平成25年３月時点
（出典：国保連データ）
※ 本年４月より、グループホーム（共同生活援助）に一元化

囲
も
気
づ
か
な
い
ま
ま
病
気
の
発
見
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
体
力
の
衰
え
や
視
力
低
下
な
ど
、
誰
に
で

も
起
こ
る
加
齢
の
影
響
に
本
人
が
気
づ
き
づ
ら
い
こ

と
で
転
倒
・
誤
え
ん
な
ど
も
起
こ
り
や
す
く
、『
具
合

が
悪
い
か
ら
身
体
の
様
子
を
見
な
が
ら
少
し
ず
つ
』

と
い
っ
た
こ
と
が
な
か
な
か
通
用
し
な
い
」
と
今
井

さ
ん
。
医
療
機
関
の
負
担
も
大
き
く
な
る
た
め
、
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
に
苦
慮
す
る
場
面
も
多
々
あ

る
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
単
身
の
方
が
多
く
、
入
所
施
設
を
利
用
す

る
方
た
ち
の
約
７
割
に
成
年
後
見
人
が
選
任
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
家
族
も
高
齢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
人

の
老
後
の
生
活
設
計
に
寄
り
添
う
こ
と
の
で
き
る
親

族
は
少
な
い
現
状
で
す
。
人
工
透
析
や
胃
ろ
う
造
設
、

延
命
治
療
な
ど
、
生
活
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
命
に
直
結
す
る
事
柄
に
つ

い
て
判
断
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
対
応
の
難

① ②

③
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本
会
経
営
者
部
会
「
人

材
に
関
す
る
委
員
会
」
で

は
、
福
祉
人
材
確
保
を
重

要
課
題
と
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
々
に
、
福
祉
の
職
場

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
８
月

19
日
、
一
般
大
学
や
専
門
学
校
で
就
職
支

援
を
担
当
す
る
教
職
員
向
け
に
、「
福
祉
の

魅
力
を
知
る
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
日
々
、
学
生
の
就
職
相
談
や
キ
ャ

リ
ア
支
援
を
行
う
方
々
に
、
仕
事
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

当
日
は
、
こ
だ
わ
り
満
載
の
福
祉
施
設

を
回
る
「
横
浜

じ
っ
く
り
コ
ー

ス
」、成
り
立
ち

や
取
り
組
み
が

特
徴
的
な
２
施

設
を
回
る
「
湘

南
コ
ー
ス
」
を

同
時
開
催
。
現

場
で
活
躍
す
る

職
員
が
ガ
イ
ド

役
と
な
り
、
移

動
の
バ
ス
の
中

で
の
オ
リ
エ
ン

　

本
会
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
〜

７
月
の
間
、「
新
任
職
員
研
修
（
各
２
日

間
・
全
５
コ
ー
ス
）」
を
実
施
し
て
お
り
、

本
年
度
は
２
１
８
人
の
方
々
が
受
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
研
修
に
は
、
す
べ
て
の
分
野
・
職
種

に
共
通
す
る
福
祉
従
事
者
と
し
て
の
基
本

姿
勢
を
伝
え
て
い
く
と
い
う
ね
ら
い
が
あ

り
、
対
象
は
「
入
職
１
年
未
満
の
職
員
」

と
し
、
業
務
内
容
や
役
割
は
問
わ
ず
に
受

講
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。　

　

全
２
日
間
の
研
修
課
程
で
は
、「
新
任
職

員
の
心
構
え
」「
よ
り
良
い
支
援
の
実
現
に

結
び
つ
け
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
学
び

を
深
め
ま
す
。
昨
年
度
の
参
加
者
か
ら
、

自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
持
て
ず
、

休
日
も
仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
と

の
声
が
複
数
上
が
っ
て
い
た
た
め
、「
ス
ト

レ
ス
の
自
己
管
理
」
に
つ
い
て
の
内
容
も

新
た
に
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

研
修
１
日
目
の
締
め
く
く
り
に
は
、
職

場
で
求
め
ら
れ
る
職
員
像
に
つ
い
て
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
成
し
、
２
日
目
ま
で
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
意
識
し
て
業
務
に
取
り
組
む

こ
と
を
課
題
と
し
ま
し
た
。『
な
じ
ん
で
も

染
ま
ら
な
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
心
』
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
方
は
、「
理
想
の

職
員
像
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
、『
な
り
た

テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
福
祉
施
設
を
訪
問

し
ま
し
た
。
各
施
設
で
提
供
さ
れ
て
い
る

食
事
や
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
で

は
、
職
員
の
や
り
が
い
や
楽
し
み
か
ら
、
採

用
の
ポ
イ
ン
ト
や
人
材
育
成
方
法
、
サ
ー

ビ
ス
や
建
物
の
こ
だ
わ
り
、
給
与
・
待
遇

な
ど
幅
広
い
話
題
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
真
心
の
込
も
っ
た
お

も
て
な
し
に
、「
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
学
生
が
活
躍
で
き
そ
う
」「
仕
事
も
生
活

も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
」

「
改
善
や
努
力
を
惜
し
ま
な
い
真
摯
な
姿

勢
に
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　

個
性
豊
か
な
職
員
が
輝
く
こ
と
の
で
き

る
福
祉
の
職
場
と
、
職
場
づ
く
り
に
向
け

た
経
営
努
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
バ
ス
ツ

ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
営
者
部
会
で
は
、
実
際
に
福
祉
の
職

場
を
体
感
で
き
る
機
会
の
創
出
と
、
各
法

人
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
仕
組
み
づ
く

り
に
今
後
も
力
を
入
れ
、
福
祉
職
場
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
「
選
ば
れ
る
職
場
」
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

（
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
担
当
）

く
な
い
像
』
も
見
え
て
き
た
」
と
感
想
を

寄
せ
て
い
ま
す
。
新
任
職
員
の
皆
さ
ん
は
、

日
々
の
業
務
に
「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
素
朴

な
疑
問
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
「
気
づ
く

人
」
で
あ
り
、
そ
う
し
た
気
づ
き
を
共
有

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
機
会
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
施
設
等
で
働
く
人
た
ち
と
の
出
会

い
の
場
と
な
り
、
仲
間
づ
く
り
や
多
く
の

情
報
を
得
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
従
事
者
と
し
て
の
原
点
を
確
認
し
合

っ
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
は
、
長
く
働
き

続
け
る
た
め
の
礎
に
も
な
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
職
員
の
育
成
・
職
場
定
着
に
向
け
て
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
研
修
の
開
催
予
定
等
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.knsyk.jp

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す

 

（
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー
）

魅
力
的
な
福
祉
の
職
場
を
発
信
す
る
た
め
に

〜 

就
職
支
援
担
当
職
員
向
け
「
福
祉
の
魅
力
を
知
る

バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
催
報
告

「
な
じ
ん
で
も
染
ま
ら
な
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
心
」を
持
っ
て

〜 

福
祉
人
材
現
任
者
研
修
「
新
任
職
員
研
修
」
の
取
り
組
み
か
ら

晴天に恵まれた中、各コースでは（福）若竹大寿会・（福）吉
祥会・（福）翔の会（写真左）の運営施設を訪問しました

グループワークでは、新たな視点
を得ようと熱心に質問する姿も見
られました。時には、「お互い頑
張ろうな！」と励まし合う場面も
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本会主催   福祉人材センター
事業のご案内

「福祉のしごとフェア」
◇日時＝10月25日（土）午後１時～４
時30分
◇内容＝①福祉の職場就職支援ガイ
ダンス、②福祉施設等就職相談会
◇会場＝横浜文化体育館（横浜市中区）
◇対象＝福祉の仕事に関心のある方、
福祉分野に就労を希望される方
　※事前申込不要、履歴書不要
「福祉の仕事を知る懇談会」
◇日時＝10月18日（土）、11月15日
（土）、12月20（土）各日とも午後１
時～４時
◇会場＝かながわ県民センター12階
◇内容＝福祉施設の職員の方を招
き、福祉・介護の業務内容ややり
がいなどをお話しいただきます。
◇対象＝福祉の仕事に関心のある方、
福祉分野に就労を希望される方
　※事前にお問合せください
◇各事業の問合先＝かながわ福祉人
材研修センター（福祉人材センター）
　☎045－312－4816　℻  045－313－4590
　E-mail　jinzai@knsyk.jp
　URL　http://www.knsyk.jp/ji
nzai/

第２回てんかん市民講座のご案内
◇テーマ＝大人のてんかん
◇内容＝渡辺雅子氏（国立精神・神経
医療研究センター病院精神科）に
よる講演、懇談会、個別医療相談
◇日時＝10月12日（日）午後１時30分
～４時50分
◇会場＝藤沢市民会館２階
◇申込方法＝電話またはファクス
◇申込締切＝９月27日（土）
◇定員＝40名
◇参加費＝非会員1,000円（会員とそ
の家族は無料）

◇問合先＝（公社）日本てんかん協会
神奈川県支部　
　☎045－475－2360 ℻  045－548－4836
　※ 問合せは、火曜日（午前10時30
分～午後３時30分）、金曜日（午
後２時30分～４時）

第27回神奈川県里親大会のご案内
◇テーマ＝家族をつくる～子どもに
まなぶ子育て
◇内容＝①大豆生田啓友氏（玉川大
学教育学部教授）による講演②里
親家庭体験談
◇日時＝11月29日（土）午後１時～４
時
◇会場＝小田原市生涯学習センター
けやき
◇申込方法＝電話またはファクス
◇申込締切＝10月31日（金）必着
◇問合先＝神奈川県里親大会実行委
員会事務局（小田原児童相談所内）

　☎0465－32－8000　℻  0465－32－8137

社会福祉会計簿記認定試験のご案内
　経理事務担当者・経営者の会計業
務水準の向上に向けた認定試験です。
◇試験日＝12月７日（日）
◇会場＝県社会福祉会館４階研修室
◇受験料＝初級6,480円、中級8,640
円、上級（２科目）17,280円

　※上級の単科目受験は10,800円
◇受付期間＝９月16日（火）～10月31
日（金）
◇問合先＝（一社）神奈川県福祉研究
会（担当：八木）
　☎042－773－9266　℻  042－773－0834

（一財）光之村活動助成募集のご案内
　主に県内を拠点に障害者や高齢
者、生活困窮者等の支援をしている
団体を対象に助成を行います。
◇助成金額＝１団体５万円を限度
◇募集期間＝11月30日（日）必着

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

 

 
TEL 045-402-5923  
FAX 045-434-3711 

 

JR  

　子どもたちの明るい未来と子ども
虐待防止の願いを込めて、ランナー
がオレンジ色の襷をつなぎます。８
回目を迎える本年も、「湘南コース」
「都心コース」「鎌倉・三浦・横須賀
コース」の中継点やゴール地点の山
下公園（横浜市中区）では、親子の
遊び場やイベント等を企画していま
す。皆さま、ぜひご来場ください。

【問合先】オレンジリボンた
すきリレー実行委員会（子ど
もの虹情報研修センター内）
☎045－871－8011　℻  045－871－8091
E-Mail　info@crc-japan.net
URL　http://www.orange-tasuki.org/

第８回子ども虐待防止
オレンジリボンたすきリレー2014

～つなごうオレンジの襷
たすき

～

◇問合先＝（一財）光之村
　☎0467－58－9134　℻  0467－82－4628

寄附金品ありがとうございました
【子ども福祉基金】荒谷昭子、古張サヨ
【ともしび基金】脇隆志、（地独）神奈
川県立病院機構神奈川県立循環器呼
吸器病センター、ともしびショップ
さくら運営委員会、よねの湯、神奈
川県警察本部、樋口正典、名取岐、
（福）藤沢市社会福祉協議会
 （合計70,952円）
【寄附物品】神奈川県定年問題研究
会、神奈川福祉事業協会・神奈川県
遊技場協同組合
 （いずれも順不同、敬称略）

日程　10月26日（日）
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湘南国際アカデミー
藤沢本校　　藤沢市藤沢38－2F
二俣川校　　横浜市旭区二俣川1ｰ46ｰ15 2F
横須賀校　　横須賀市大滝町2ｰ15ｰ1東相ビル5階
相模大野校　相模原市南区相模大野7ｰ24ｰ10 2階
新横浜校　　横浜市港北区新横浜3ｰ19ｰ11 10階

※福祉タイムズ購読者用特別価格です。お問い合わせの際にはお申し出ください。

湘南国際アカデミー受講の５つメリット！！

　　（教材費等は別途自己負担）
　　※アロマ講座の内容はお問い合わせください。
５．介護講座を受講した方にはアロマ講座受講料が無料！
　　※就労お祝い金制度は、就労先により異なります。
４．就職サポート&就労お祝い金制度あり
３．校舎間の振り替え補講も出来るので安心です
　　※病気などのやも得ない理由の際には、4回目以降も無料です。
２．振り替え補講が3回まで無料！！
　　※復職までブランクがある方や基本に戻りたい方のためのサポートです。
１．卒業した後は1度受講した授業を1回ずつ無料で受講

※アロマ講座の内容はお問い合わせください。（教材費等は別途自己負担）
※実務者研修は、お持ちの資格により料金が異なります。

湘南国際アカデミー
お問い合わせは
０１２０－９６１－１９０

介護の資格×アロマ

初任者研修 ：７９，８００円（税込）！！
実務者研修 ：２５，０００円！！～

福祉タイムズ購読者 特別キャンペーン！！
湘南国際アカデミー

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2014（平成26）年９月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】鈴木和夫
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX045-312-6302　E-mail  kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

　

横
須
賀
市
障
害
者
福
祉
計
画
に
基
づ

く
民
設
民
営
の
社
会
福
祉
施
設
と
し

て
、
本
年
５
月
、
重
症
心
身
障
害
の
あ

る
方
た
ち
の
た
め
の
入
所
施
設
「
ラ
イ

フ
ゆ
う
」
が
開
所
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
を
運
営
す
る
()福
み
な
と
舎

は
、
重
度
・
重
複
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
家
族
が
立
ち
上
げ
た
地
域
作
業
所
を

母
体
と
し
て
、
平
成
10
年
に
設
立
さ
れ

た
社
会
福
祉
法
人
で
す
。
一
人
ひ
と
り

の
時
間
に
寄
り
添
う
〝
一
対
一
〞
の
本

人
中
心
支
援
を
運
営
方
針
に
、
通
所
施

設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
居
宅
介
護
、

移
動
支
援
な
ど
、
障
害
の
重
い
方
の
地

域
生
活
を
支
え
る
事
業
を
展
開
し
、
１

０
０
人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
非
常
勤
職

員
と
し
て
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

障
害
福
祉
に
触
れ
る
時
間
も
少
な
く
、

「
医
療
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
命
の
、
そ
の

先
の
人
生
を
支
え
て
い
く
場
面
に
も
、

医
療
の
活
躍
の
場
が
あ
る
と
気
づ
く
機

会
が
少
な
い
」
と
常
務
理
事
の
森
下
浩

明
さ
ん
。
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
取

り
組
み
だ
け
で
は
難
し
い
、
医
療
職
の

確
保
の
課
題
を
伝
え
ま
す
。

　
「
家
庭
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
た
い
方
に
と
っ

て
は
働
き
や
す
い
環
境
で
も
あ
る
。
地

域
の
中
で
、
重
い
障
害
の
あ
る
方
た
ち

を
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
森
下
さ
ん
。

医
療
と
福
祉
の
出
会
い
の
場
に
し
て
い

き
た
い
と
語
り
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

　

表
紙
で
ご
紹
介
し
た
小
島
さ
ん
は
、

今
や
看
護
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
で
す
が
「
外
来
小
児
科
で
働
い
た
経

験
し
か
な
く
、
障
害
の
こ
と
も
福
祉
施

設
で
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
も
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。
介
護
ス
タ
ッ

フ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
就

職
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
日
々
の
暮
ら
し
は
十
人
十
色
。
知
識

や
経
験
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
新
た
な

生
活
の
ヒ
ン
ト
を
運
ん
で
き
て
く
れ
る
」

と
看
護
師
長
の
番
場
清
美
さ
ん
。
福
祉

職
場
に
な
じ
み
の
な
い
医
療
職
で
も
働

き
や
す
い
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
を
目
指
し
、
13
人
の
看
護

ス
タ
ッ
フ
に
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
医
療
職
の
養
成
課
程
で
は
、

福
祉
職
場
で
働
く
医
療
職
の
確
保
・
定
着
・
育
成
の
た
め
に

医
療
型
障
害
児
者
入
所
施
設
「
ラ
イ
フ
ゆ
う
」（
横
須
賀
市
）

①～③「スタッフステーション」に
間仕切りはなく、居室で過ごす利用
者の皆さんの体調の変化にいち早く
気づき、スタッフが声を掛けます

④「より多くの看護師に関心を持っ
てもらい、１時間の勤務からスター
トしてみてほしい」と番場さん
⑤「スタッフの“ライフ”も大切に、
託児所設置など、長く働くことので
きる職場を考えたい」と森下さん

◆ 医療型障害児者入所施設「ライフゆう」
　 横須賀市湘南国際村 1‒4‒6
　☎ 046-856-6833/FAX 046-856-6834
　URL http://www.minato-yuu.or.jp/life-yuu/

就職説明会･職場見学会随時受付中

④

②

①

⑤

③

みなと舎 検索 

12



全
国
共
済
は 

助
け
あ
い
の
心
か
ら

―
全
国
共
済
の
始
ま
り
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
万
人
は
一
人
の
た
め
に
、
一
人

は
万
人
の
た
め
に
」
と
の
考
え
の

も
と
、
地
域
や
職
域
等
の
仲
間
同

士
で
助
け
あ
お
う
と
い
う
こ
と
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
全
国
３９
の
都
道

府
県
民
共
済
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
と

し
て
、
神
奈
川
県
で
は
「
全
国
共

済
」
と
い
う
名
前
で
、
昭
和
５８
年

２
月
か
ら
共
済
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
ま
す
。

―
「
一
律
掛
金
、
一
律
保
障
」
と

い
う
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す

い
保
障
制
度
で
す
ね
。

　

年
齢
層
で
の
区
切
り
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
は
一
律
保
障
で
、

掛
金
も
一
律
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
出
資
者
と
な
っ
て
参
加
す
る
非

営
利
の
生
活
協
同
組
合
で
す
の

で
、
決
算
後
に
剰
余
金
が
生
じ
た

と
き
は
割
戻
金
と
し
て
加
入
者
に

還
元
し
ま
す
。
平
成
２４
年
度
は
３０

％
弱
（
総
合
保
障
型
・
入
院
保
障

型
）
を
、
今
年
８
月
に
お
戻
し
し

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の 

笑
顔
を
応
援

―
社
会
貢
献
活
動
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

　

活
動
を
開
始
し
た
の
は
、
横
浜

市
中
区
の
馬
車
道
に
あ
る
、
全
国

共
済
ビ
ル
に
移
転
し
た
平
成
１２
年

か
ら
で
す
。
最
初
は
、
全
国
共
済

の
事
業
哲
学
「
非
営
利
主
義
・
最

大
奉
仕
・
人
道
主
義
」
に
加
え
、

県
民
の
皆
さ
ま
に
全
国
共
済
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
に
接
す
る
こ
と
で
「
や

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
ま
し

た
。

―
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
援
さ

れ
た
の
で
す
ね
。

　

小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
最

初
で
し
た
。
以
来
、
野
球
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
等
の

球
技
や
、
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

小
学
生
体
育
大
会
、
ち
び
っ
子
駅

伝
等
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。
ご
挨
拶
の
機
会

を
い
た
だ
い
た
折
は
、「
助
け
あ
い

の
心
」
の
大
切
さ
を
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
「
よ
こ
は
ま
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ

ン
」
と
い
う
活
動
も
支
援
さ
れ
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
が
…
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
は
、
１８
歳

以
下
の
子
ど
も
な
ら
誰
で
も
利
用

で
き
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

子
ど
も
が
誰
か
と
話
し
た
い
と
き
、

困
っ
た
と
き
、
う
れ
し
い
と
き
、

悲
し
い
と
き
な
ど
、
ど
ん
な
と
き

で
も
話
を
聞
い
て
心
を
受
け
止
め

て
く
れ
る
、
子
ど
も
版
「
い
の
ち

の
電
話
」
で
す
。
そ
の
活
動
に
共

感
し
た
全
国
共
済
で
は
、
普
及
の

た
め
の
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
カ
ー

ド
の
作
成
等
を
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
。（http://w

w
w

.yokoham
a- 

childline.or.jp/

）

―
そ
の
ほ
か
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

県
内
の
大
規
模
な
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
地
域
密
着

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
公
園
等
で
行
わ

れ
る
町
内
会
の
お
祭
り
も
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
は
、

子
ど
も
同
士
の
遊
び
場
と
し
て
、

子
育
て
支
援
の
場
と
し
て
、
地
域

の
公
園
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る 

社
会
貢
献
を

―
新
し
い
取
り
組
み
も
生
ま
れ
て

い
る
そ
う
で
す
ね
。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
接
し
て

い
て
、
あ
る
と
き
親
御
さ
ん
の
い

な
い
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
気
に
な
り
ま
し

た
。
病
気
を
患
っ
て
い
た
り
、
障

害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
も
、
笑

顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
児
童
福
祉
施
設
の
野
球
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
協
賛
や
催

し
物
へ
の
招
待
、
小
児
病
棟
へ
の

絵
本
の
寄
贈
等
を
始
め
て
い
ま
す
。

―
全
国
共
済
ビ
ル
「
馬
車
道
プ
ラ

ザ
み
ら
い
」
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
ね
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
好
き
な
絵
本

を
絵
で
表
現
す
る
絵
画
コ
ン
テ
ス

ト
や
、
子
ど
も
の
た
め
の
書
き
初

め
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
映
画
鑑
賞
会
や
親
子
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
、
子
育
て
支
援
の
活

動
等
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
こ
ど
も
応
援
広
場
」（http://

w
w

w
.kodom

o-hiroba.com
/

）

で
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
最
後
に
、
今
後
の
社
会
貢
献
活

動
に
向
け
て
ひ
と
言
。

　

活
動
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
し
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の
向
こ
う
に
あ
る

多
く
の
も
の
を
感
じ
と
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
共
済

の
名
前
を
憶
え
て
い
た
だ
く
機
会

も
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
お
知
恵
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
つ
な
が
る
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

応援していま
す！

　本会や共同募金会等にご協力をいただくとともに、県内で福
祉にかかるさまざまな活動を行っている企業・団体・法人等
の、取り組みの様子や活動への思いなどをご紹介します。

　今回は、地域の方々の暮らしを第一に、安心で頼
りがいのある共済サービスを提供するとともに、地
域に密着したさまざまな支援活動を行う
全国共済神奈川県生活協同組合　
理事長　上関　康樹さんにお話しを伺いました。
� 聞き手：村田　裕子（福祉ライター）

企業が取り組む社会貢献活動

全国共済神奈川県生活協同組合
理事長の上関康樹さん

「２０１３年全日本バレーボール小学生神奈川
県大会」の様子

「馬車道まつり」に毎年出店し、売り上げは
全額寄附に（本年は１１／１〜３開催）

福祉タイムズ９月号　№７５4（平成２６年９月１５日発行）付録



町に愛を。胸に羽根を。

【関連記事４面】

福祉タイムズ９月号　№７５4（平成２６年９月１５日発行）広告
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